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04事業報告・事業計画・役員一覧

2021年度（令和3年度）事業（活動）報告 2022年度（令和4年度）事業（活動）計画（案）
4 月

５月

６月

１７日(土) 第１回役員会
参列見合わせ

新年度事業計画予算案作成
８日(土)
１５日(土) 第２回役員会

会計監査 2020年度会計の監査

１９日(土) 第３回役員会 会報発行準備、同好会行事の検討
総会に代わる同窓会活動の審議と承認

７月 １７日(土)
２０日(火) 母校へ新型コロナ対策助成

第４回役員会 会報発行準備
国際交流助成金の転用、会長出席

９月

10月

１８日(土) 第５回役員会 中止

参観見合わせ

中止 中止

中止

中止
１６日(土)
下旬 第8回関西支部総会

第６回役員会 同好会行事準備　ホームページ再構築

２５日(月) 第21回ゴルフコンペ開催

学校への納入確認

８日(土)

２２日(土)
PTAへ同窓会の説明、ＰＴＡ後援会合同会議*
春のウォーキング会下見 東浦和・見沼周辺、正副会長・常任幹事の8名が参加

同窓会の説明と入会のお願い、書面にて実施

３１日(月) 卒業証書フォルダー贈呈
中止

中止

１９日(土) 第９回役員会
第10回役員会上程準備５日(土) リモート執行役員会

参列見合わせ１９日(土)

王子駅周辺２６日(土) 第24回ウォーキング会
次年度行事計画・予算・報告等準備第10回役員会

1１月

1２月

同好会行事準備　ホームページ再構築

１日(月) 『やまぼうし第20号』発行（株）同窓会事務局より発送

２０日(土) 第７回役員会

中止第８回役員会
中止新年会

中止２７日(土) 第23回ウォーキング会

２４日(土) ホームページリニューアル

１月

２月

３月

王子駅周辺、副会長・常任幹事の4名が参加第24回ウォーキング会下見

２５日(土) 第5回ボウリング大会 中止

６日(火) 入学式*

２０日(月) 吹奏楽部定期演奏会* 同窓会正副会長・常任幹事の3名出席
２４日(金) 第70回文化祭*

同窓会副会長・常任幹事の2名出席　１８日(金) 同窓会入会式、卒業式予行練習*
卒業式*

９日(火) 大高人ワークショップ* 同窓会会長・常任幹事の2名が見学

２８日(火) 大高人ワークショップ* 同窓会会長・常任幹事・顧問の3名見学

５月

６月

７日(土)
２１日(土) 第２回役員会

会計監査 2021年度会計の監査

１８日(土) 第３回役員会 会報発行準備
総会に代わる同窓会活動の審議と承認

７月

８月

１６日(土)

下旬 ）止中（*流交際国、成助策対ナロコ型新へ校母
第４回役員会 会報発行準備　同好会行事の検討

国際交流助成金の転用として贈呈

９月

10月

１７日(土) 第５回役員会 同好会行事準備

１０日～
１１日

１５日(土)
２２日(土)

第９回関西支部総会
第６回役員会 同好会行事準備

２４日(月) 第2２回ゴルフコンペ開催

学校への納入確認

８日(土)

２１日(土)

PTAへ同窓会の説明、ＰＴＡ後援会合同会議*
同窓会の説明と入会のお願い

３１日(月) 卒業証書フォルダー贈呈
次年度の総会・懇親会の案内等準備１８日(土) 第９回役員会

同窓会正副会長出席　１５日(水)
同窓会会長出席　１６日(木)

１８日(土)

浦和美園周辺２５日(土) 第2５回ウォーキング会

今年度事業報告・決算報告および次年度事業計画・
予算案の討議　総会の準備

第10回役員会

1１月 同好会行事準備

１日(月)

１日(火)

『やまぼうし第2１号』発行（株）同窓会事務局より発送

大高人ワークショップへの支援
１９日(土) 第７回役員会

同好会行事準備第８回役員会
場所未定新年会

２６日(土)

１月

２月

３月

飯能市周辺第24回ウォーキング会

２７日(火) 大高人ワークショップへの支援

※ホームページ、会員名簿の適時更新。
※大宮高校内の「やまぼうし二世」の植樹場所の1か所を変更するも植樹未了。

※ホームページ、会員名簿の適時更新
※大高人部において大高人通信を発行、生徒に対してアプリテストを実施
※大宮高校内に1か所「やまぼうし二世」の植樹を行う

4 月
７日(木)

１６日(土) 第１回役員会

文化祭*

同窓会入会式、卒業式予行練習*
卒業式*

大高人ワークショップ*

大高人ワークショップ*

入学式*
旧年度事業報告・決算報告および新年度
事業計画・予算案の協議　総会準備

大高やまぼうし会役員一覧　（令和４年４月１日現在）

１日(土) 第６回ボウリング大会

は学校行事*



05 賛助会費・会報協賛金

協賛金についての御礼、報告、お願い
 会員の皆様のおかげで、毎年の総会・懇親会を始めとする各行事や、会報『やまぼうし』の発行など行わ
れております。深く御礼申し上げます。令和３年度も、コロナ禍にあり、総会・懇親会・各行事は中止となり
ました。その中にあり、賛助金、会報協賛金のご協力をいただきました。ここに、その報告をいたします。
 合わせて、昨年7月以降、本年6月30日現在までにご協力いただいた方々のご報告をいたします。これか
らも引き続きご協力いただけますよう、お願い申し上げます。ご協力いただいた方々のお名前等、間違いや
脱落等ございましたらご容赦いただきたく、また、お手数ですが、ご一報いただきますようお願い申し上げ
ます。ご協力誠にありがとうございました。

２０２１年度　賛助金、会報協賛金報告

2021（令和3）年7月1日～2022（令和4）年3月31日（敬称略）

 賛助金（１口3,000円）

1,151,000円
）名992（ 　　　　　

会報協賛金（2,000円）　

 716,000円
　　　     　（358名）

合計

1,867,000円

  4回　藤本（蓜島） 万治子
  9回　小林 典子
14回   小山 徹
15回   吉川（小林） 久子
16回   寺田 忠史

18回   加藤 千恵子
19回   秋池 博史
19回   山崎（三ツ木） 洋子
22回   山口（斉藤） 礼子
24回   厚沢 善夫

29回   小林（鈴木） 富美子
29回   高月 健一
32回   島宗 理
32回   竹内 均
57回   山口 悟史

69回   宮澤 守
70回   永井 康晴
71回   田口 巴菜
71回   トモノ コウヘイ
71回   川瀬 富美子

71回   水澤 一康
71回   中村 弘子

2022（令和4）年4月1日～2022（令和4）年6月30日（敬称略）
1回　加藤 彣子
1回　今西（田中） 弘子
1回　高橋 貞雄
1回　渡辺 恒和
2回　新井（蓜島） マサ子
2回　野口 政子
3回　市川 甫
3回　松本 弘明
4回　松本 恒夫
4回　小山（平田） 実
5回　武部（斉藤） 園子
5回　井上（佐藤） 榮
5回　山口 武一
5回　中村 滋
5回　清水（山本） 妙子
5回　阿部（矢部） 静子
6回　藪下（根岸） 初江
6回　山本（伊藤） 雅子
6回　清水 富雄
6回　天沼（須原） 義江
6回　小林（高橋） 茂子
6回　川瀬 富美子
6回　井田（髙山） 久枝
6回　小林（辻） 幸江
6回　関根（井出） 紀子
6回　奥山（小池） 朗子
6回　大塚（野口） 杏子
7回　大井 淑子
7回　増田 芳江
7回　白根 繁光
7回　吉川（岡田） 信子
7回　小島（池田） 美智子
7回　天沼 勝光
7回　秋元 宏文
8回　井上 進
8回　鈴木 昭三
8回　高橋 宏次
8回　石黒（橋本） 照子
8回　三谷（新井） 万為
8回　西村（倉橋） 美和子
8回　佐渡 和夫
8回　迎 正子
9回   小林 典子
9回   宮村（遠藤） 孝子
9回　笠井 英昌
9回　野口 晴夫
9回　大貫 信子

10回　片野 扶桑雄
10回　石井 亮二
10回　林（加藤） 光代
10回　高橋（岸） 有子
10回　藤岡 久
10回　中村 弘子
10回　清水 藤吉
10回　富沢（矢島） 育子
10回　植木（青島） 公美子
10回　加藤（大泉） 栄子
10回　内山（忠） 順子
10回　雨宮（小野沢） スミ枝
10回　松田 俊夫
10回　高橋 和延
11回　小笠原 信之
11回　坪井（内藤） 厚子
11回　宮森（山田） 尚子
11回　天沼（伊藤） 義江
11回　小金井 肇
11回　中込（藤谷） 淑子
11回　赤熊（清水） かつ子
11回　鈴木（小林） 三枝子
11回　長谷川（竹野） 恵子
12回　吉田 重光
12回　小山 孝
13回　田村（篠崎） 洋子
13回　井上 泰一
14回　田村（武藤） 節子
14回　磯部（柳原） 苑子
14回　宮崎 良蔵
14回　中山（飯野） 義子
14回　田中 豊夫
14回　比留間（芝田） 房子
14回　関山（石井） 信子
14回　湯本（並木） きく江
14回　小山 徹
14回　岡安（栗原） 要次
14回　早川（吉田） 久美子
14回　鈴木（岩井） 新太郎
14回　山本 日出男
14回　吉岡（森） 欣子
15回　五明 顕二
15回　奥田（舘盛） 陽子
15回　曽根（大坪） 晴代
15回　石随（樺沢） 千恵子
15回　田中（板谷） 由子
15回　住吉（国枝） めぐみ

15回　原田（新藤） 陽子
16回　渡辺（奈良） みさ子
16回　中村 繁
16回　鶴島 正道
16回　北野 文彦
16回　磯田（鈴木） 紀子
16回　松本 榮一
16回　髙松 徳治
16回　栁瀬 彬雄
16回　出井（二瓶） 美和子
16回　佐藤（宮原） 裕子
16回　大橋（内河） 宏子
16回　内田 信之
16回　町田（中村） 尚子
16回　山田 啓子
16回　服部（沢田） 克子
17回　中村 敬
17回　岡田 信行
17回　小澤 祥伸
17回　大沢 金一
17回　三輪（金子） 美和子
17回　大熊 康司
17回　斉藤 正一
17回　須永 勇
17回　千葉 俊秀
17回　堺（簗瀬） 陽子
17回　千葉 滋
17回　村上（尾池） 隆子
17回　岩淵 孝男
17回　荒井（神田） 恵美子
17回　小宮 八重子
17回　深草 茂美
17回　渡辺（安保木） 幸子
17回　石塚 幸治
17回　加藤 憲一
17回　細田（萩原） 久美江
17回　大山 建一
17回　高岡 正美
17回　熊谷 一行
17回　中村（白子） 惠美子
18回　新井 幸男
18回　小名木 茂美
18回　濱名 洋
18回　植木（小山） 治子
18回　加藤 千恵子
18回　茅野（木下） 充代
18回　井上（天沼） ひろみ

18回　加藤（小曽川） 幸子
18回　酒井（白子） 澄江
18回　荒井（鈴木） 道子
18回　髙田（加藤） 登美子
18回　細沼（中村） 京子
19回　渡辺（竹下） ユウ子
19回　堀口 孝明
19回　花岡（高岡） 千代野
19回　中山 立善
19回　金子 秀男
19回　大内 賢二
19回　仁田（中野） みち子
19回　渡邊 泉
19回　山崎（三ツ木） 洋子
19回　山田（安藤） 泰子
19回　新井 洋光
20回　楢原 静男
20回　樫木 宏
20回　村瀬（藤谷） 君恵
20回　池澤（大石） 睦子
20回　小川 清
20回　市川 博紀
20回　畑中 幸夫
20回　山崎 昭彦
20回　綿貫（原田） 秀子
20回　細谷（松岡） 実千代
20回　伊藤 勇
20回　鎮目 篤子
20回　浜口 清志
20回　吉田（山田） 公子
20回　綿貫 正雄
20回　木村（野口） 惠子
20回　中山 重明
20回　榎本（簗瀬） 政央
20回　三瓶 善弘
20回　岩田（池澤） 和枝
20回　湯本 均
20回　倉谷 健二
20回　松本 弘明
20回　江原（川島） 美奈子
20回　金子 有哲
20回　細沼 三千代
20回　大成（大成） 美知子
20回　二瓶（歌川） 薫
21回　細沼 茂
21回　笠原（髙原） ゆか里
21回　川島（石井） 登久子

21回　清水（田島） 千恵子
21回　柳田（牧野） 喜恵子
22回　竹鼻（佐藤） 敏子
22回　佐藤 幸夫
22回　阿部（丹野） 景子
22回　久保田 憲治
22回　六沢 俊正
22回　堀越（粕谷） 洋子
22回　篠崎 隆
22回　辻川（居木） 理美
22回　野原 信明
22回　野口 誠
22回　山口（斉藤） 礼子
22回　清水 滋
22回　増永 隆司
22回　宇田川 勝
22回　会田 雅巳
22回　笠原 清和
22回　根岸 正髙
22回　高橋（田島） みさお
22回　中島 豊
22回　川村 潔
22回　伊藤（福島） 久美子
22回　小野寺 俊秀
22回　町田 英一
22回　名雲 啓二
22回　藤井（黒沢） まゆみ
22回　黒田 毅
22回　菅原（鶴巻） 智子
23回　山田 健志
23回　高橋（高橋） 奈保子
23回　川井 政弘
23回　升田 恒明
23回　小山内 信也
23回　鹿沼 正明
24回　大澤 道雄
24回　服部 智
24回　福田 稔
24回　本木 康友
24回　大竹 貢司
24回　神田 徹
24回　前島 正俊
24回　水野 隆代
24回　荒川 忠
24回　安川 正
24回　村木（清水） 和子
25回　渡辺（小林） 由美子

25回　秋葉 昌代
25回　吉田 隆江
25回　吉田 豊作
25回　中山 信子
26回　松本 和男
26回　松本 順子
26回　片山（山本） 俊彦
26回　境野 英雄
26回　中根 浩
26回　高橋 孝行
26回　波多野 吉和
27回　野口 登
27回　山崎 和美
27回　田崎 和子
27回　矢口 孝悦
27回　伊藤（土屋） 由美子
28回　藤井（遠藤） 裕子
28回　團 誠幸
28回　西岡（茂野） 優子
28回　石井 次郎
28回　小島（石川） 正美
28回　鹿間 麻理
28回　堀口 文明
29回　浅見（鈴木） 美千代
29回　小堺 新一
29回　志水（杉本） 香苗
29回　高橋（橋本） 正子
30回　宮下 豊
30回　南 茂人
30回　吉田 貢
30回　鈴木 弘典
30回　藤原 浦太
31回　酒巻（重枝） 和枝
32回　伏見 恒治
32回　鈴木（大谷） 尚子
32回　前島 恭子
32回　平野 誉
32回　佐藤 陽介
32回　刈谷 圭介
33回　飯塚（小林） 陽子
33回　神田 博一
33回　野原 健志
33回　島田 義之
33回　坂田 芳正
33回　山田（小築） 祐司
34回　針谷 明房
36回　今井 正悟

36回　瀬島（本間） 道予
37回　若月 健
38回　小島 利之
38回　青木（小原） 千鶴子
38回　外ノ池（宇高） 啓子
39回　柏瀬 祥一
39回　増田 裕昭
39回　増田（三島） 礼子
39回　吉田（井原） 望
40回　清水 裕
40回　清野 淑子
41回　石田 雄三
42回　富山 高徳
45回　大嶋 精一
46回　平澤 洋史
47回　山田 泰志
48回　小島（大嶋） 豪
49回　麻植 崇充
50回　樋川 雅一
50回　河野 幸雄
60回　吉田(金井） 優実
60回　鈴木 洋子
64回　林 伶旺
65回　大森 美咲
66回　綿貫 雄介
66回　小栗 幸久
69回　駒田 亮
69回　林 祐介
69回　島村（小泉) 正美
70回　伊藤 由奈
70回　吉澤 友甫
70回　高橋 遼之介
70回　山縣 龍人
71回　鈴木 喬士
72回　佐藤 優真
72回　嘉門 駿
72回　山室 僚寛
72回　利川 凜
72回　岸 晴菜
72回　若井 温人
72回　北川 綾乃
72回　村田 侑斗
72回　タキザワ ヒデオ
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す
ま
い
て
し
ら
暮
に
気
元

　

で
ナ
ロ
コ、
が
た
し
ま
い
て
し
を
会
事
食
て
に
宮
大

う
願
と
を
息
終
く
早。
ん
せ
ま
来
出
が
と
こ
う
会

の
分
自
り
な
と
生
年
２
学
大
も
孫。
す
で
り
か
ば

・・
・・
・が
す
で
の
い
若
は
ち
持
気。
す
ま
じ
感
を
歳１４

名
匿
　卒
回

１４

次
要）
原
栗
（村
岡
　卒
回

は
り
か
ば
活
生
粛
自、
中
の
禍
ナ
ロ
コ
く
引
長

　

月。
た
し
ま
し
活
復
を
フ
ル
ゴ、
い
思
と
い
な
く
良

ゴ
ド
ン
ウ
ラ
グ
た
ま。
す
ま
い
で
ん
し
楽
と
々
方
の

ま
い
て
し
加
参
週
毎
で
中
の
動
活
館
民
公
も
フ
ル

域
地、
り
が
な
つ
も
に
進
増
康
健
と
換
転
分
気。
す

。
す
ま
い１５

生
厚
　藤
佐
　卒
回

念
祈
を
勝
健
ご
の
様
皆。
す
ま
い
て
き
生
か
と
何

　

。
す
ま
り
お
て
し

１５

代
晴）
坪
大
（根
曽
　卒
回

岐。
す
ま
い
ざ
ご
う
難
有、
き
だ
た
い
付
送
報
会

　
１６

名
匿
　卒
回

る
い
て
れ
さ
躍
活
に
面
方
の
く
多
、
み
読
を
」
記

く
し
も
頼
を
れ
流
の
史
歴
の
高
大
、
り
知
を
々
方

。
た
し
ま
じ
感

７０

化
変
の
調
体
、
ら
か
て
ぎ
過
を
才

。
す
ま
て
し
労
苦
に
さ
し
激
の１６

治
徳
　松
髙
　卒
回

上
た
し
弄
を
言
甘
は
王
ア
リ
老、
語
国
代
現
三
高

　

と
こ
の
然
当
『は
娘
末、
り
譲
を
土
領
に
人
２
娘
の

娘
両
に
後。
た
れ
さ
当
勘
え
答
に
直
正
と』
！
と
を

娘
末。
昔
は
今。
る
知
を
心
真
の
女
彼
り
頼
を
娘
末

共
を
動
感
と
様
先
問
顧
は
職
小
う
倣
を
方
き
生
の

範
師
は
合
居、
ト
ン
タ
ル
サ
ン
コ
営
経
術
技
る
す
に

鍛
々
日。
る
知
を
事
大
の
康
健、
院
入
日
６。
位
代

、
錬
８０

。
い
た
し
指
目
を
々
日
な
か
や
健
の
降
以
代

１６

子
知
美）
瓶
二
（井
出
　卒
回

終
は
染
感
の
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
だ
ま
だ
ま

　

通、
り
た
い
描
を
絵
で
家、
で
の
い
な
も
う
そ
り
わ

ま
を
屈
退
で
話
電
の
と
達
友、
ど
な
物
い
買
の
常

。
す
ま
り
お
て
せ
わ
ら
ぎ１６

道
正
　島
鶴
　卒
回

後
職
退
年
定。
す
ま
り
お

１０

セ
ル
デ
ン
ア
橋
船
間
年

で
気
元
々
増、
て
れ
ま
囲
に
れ
連
供
子
や
婦
夫
ご
い

。
い
さ
下
し
越
お
て
れ
連
を
ん
さ
孫
お
ひ
ぜ。
す１７

信
祥
　澤
小
　卒
回

約
り
入
に
社
結
の
句
俳

２０

を
絵
油
又、
り
な
に
年

を
作
試
の
画
絵
日
毎、
り
お
て
し
り
よ
頃
の
供
子

。
す
ま
り
お
て
し１７

進
　島
小
　卒
回

。
す
ま
い
て
し
に
気
元
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１７

行
信
　田
岡
　卒
回

幸
「に
で
い
つ。
す
ま
し
指
目
段
３」
ヤ
吹
「味
趣

　

。
ら
か
ん
さ
い
じ
い
強
の
欲
も」
命
寿
福１７

一
金
　沢
大
　卒
回

。
た
し
ま
し
行
刊
を
集
品
作、
て
し
と
成
大
集
の
業
画
　

１８

男
幸
　井
新
　卒
回

年
今

　

７３

し
事
仕
で
役
現
だ
ま
が
す
ま
り
な
に
才

き
働
で
ま
る
な
く
な
け
働
で
の
な
業
営
自。
す
ま
て

と
あ。
す
ま

１０

？
な
か
る
け
い
は
年

１９

善
立
　中
山
　卒
回

は
と
生
窓
同
た
ま。
す
ま
い
て
し
ご
過
く
し
楽
で
間

。
す
ま
い
て
め
深
を
交
親
て
し
を
会
み
飲
に
的
期
定

。
す
ま
て
れ
さ
く
な
儀
余
を
断
中
で
禍
ナ
ロ
コ
の
こ１９

泉
　邊
渡
　卒
回

年、
し
職
退
年
定
を
場
職
の
二
第
に
末
月
１
年
昨

　

に
標
目
を
歩
万
一
日
１。
た
し
ま
し
入
突
に
活
生
金

、
し
息
終
く
早
も
日
一
が
禍
ナ
ロ
コ。
す
ま
て
め
努
に

。
す
ま
い
で
ん
望
ち
待
を
と
こ
る
来
出
い
会
お
に
様
皆１９

名
匿
　卒
回

く
近
て
い
咲
に
ら
ち
こ
ら
ち
あ
が
花
の
桜
は
今

　

ゴ、
で
町
舎
田
な
か
静。
い
し
忙
も
で
け
だ
る
回
を

）
す
ま
り
あ
山
沢
が
場
フ
ル
ゴ、
所
名
の
桜
に１９

明
孝
　口
堀
　卒
回

年
今

　

１２

、
が
す
ま
り
な
に
男
年
の
目
回
６
に
月

し
を
事
仕
々
時。
す
ま
い
て
し
ご
過
く
な
配
心
も
何

。
す
ま
い
て
し
を
み
飲
昼
と
生
級
同
々
時、
て２０

志
清
　口
浜
　卒
回
　

２０

し
ま
き
開
を
会
窓
同
に
前
年
２
は
組
３
回

。
す
ま
い
て
め
深
を
流
交
い２０

子
秀）
谷
若
（野
荻
　卒
回

、
が
す
で
変
大
が
の
く
い
て
き
生
か
な
の
ナ
ロ
コ
　

２０

二
健
　谷
倉
　卒
回

月
年
ず
き
で
加
参
に
会
窓
同。
た
し
ま
し
喜
歓
し
勝
優

。
す
ま
り
な
に
気
が
況
近
の
生
級
同、
め
た
た
し
過
経
が

２０

明
重
　山
中
　卒
回

甲
き
生
と
康
健、
が
す
で
代
世
給
受
金
年、
在
現

　

お
て
し
務
勤
日
５
週
へ
内
都
て
め
求
を
実
充
と
斐

予
く
い
て
け
続
は
事
仕
り
限
す
許
の
康
健。
す
ま
り

。
す
ま
い
思
く
し
か
懐
変
大
を
代
時
生
学。
す
で
定

。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ２０

宏
　木
樫
　卒
回

て
し
属
所
に
部
上
陸。
す
ま
り
お
て
し
汰
沙
無
ご
　

高
立
市
口
川
に
前
年
４。
す
で
宏
木
樫
た
し
ま
り
お

の
部
上
陸
校
同
も
在
現、
が
た
し
ま
し
職
退
を
校

。
す
ま２０

雄
正
　貫
綿
　卒
回

年
今

　

４１

今、
職
退
で
末
月
３
を
社
会
た
め
務
年

は
後

６５

さ
で
格
資
の
士
育
保
た
し
格
合
に
時
の
才

援
支
童
児
後
課
放
で
団
業
事
祉
福
会
社
市
ま
た
い

の
手
相
生
学
小。
す
ま
き
働
り
よ
日
１
月
４
で
員

。
す
で
い
い
わ
か
も
て
と２０

子
恵）
口
野
（村
木
　卒
回

転
に
市
き
わ
い
県
島
福
り
よ
市
岡
白
県
玉
埼

　

し
と
師
講
紙
手
絵
に
共
と
ん
さ
な
み
の
域
地。
居

。
す
で
中
動
活
て２０

彦
明
　﨑
山
　卒
回

。
す
ま２０

名
匿
　卒
回

い
想
を
代
時
校
高
く
し
か
懐、
み
読
を
事
記
た
れ
さ

、
が
す
で
上
以
紀
世
半
て
し
業
卒。
た
し
ま
し
こ
起２０

清
　川
小
　卒
回

。
た
し
ま
し
職
退、
授
教
科
学
線
射
放２１

茂
　沼
細
　卒
回
　

５０

れ
が
こ
あ
に
利
勝、
力
努、
情
友
の
前
上
以
年

だ
い
も
お
に
う
よ
の
日
昨、
活
生
校
高
部
球
野
の
て２２

正
　井
新
　卒
回

氷、
社
神
川
氷
宮
大
は
宮
一
国
蔵
武、
に
本
る
あ

　

多
（社
神
野
小、
）
区
緑
市
ま
た
い
さ
（社
神
體
女
川

し
ま
り
あ
と
社
四
の）
市
中
府
（社
神
野
小、
）
市
摩

、
が
た
し
ま
き
て
し
拝
参
を
て
べ
す
社
四
で
こ
そ。
た

も
に
来
由
の
名
地
の
宮
大
て
し
と
居
宮
る
な
い
大

。
た
し
ま
れ
ら
じ
感
く
し
ら
宮２２

名
匿
　卒
回

２
週
は
事
仕、
在
現

　

~

て
し
を
ト
イ
バ
ル
ア
の
日
３

。
す
で
念
残
が
の
い
な
れ
ま
集
に
う
よ
う
思
で
禍
ナ
ロ２３

名
匿
　卒
回
　

６５

ウ
ナ
ロ
コ。
年
３
早
て
し
ア
イ
タ
リ
全
完
で
才

仕
の
子
息。
た
し
で
年
３
た
れ
さ
回
り
ふ
に
ス
ル
イ

せ
ま
来
出
も
と
こ
ぶ
遊
と
孫
で
の
な
屋
古
名
が
事

み
し
楽
が
球
卓
の
回
２
週
に
止
防
ケ
ボ。
た
し
で
ん

だ
ま
は
に
合
試
で
の
い
な
く
ま
う
り
ま
あ、
が
す
で

よ
し
戦
参
ら
か
い
ら
ぐ
半
後
年
今。
ん
せ
ま
い
て
出

会
し
う
ぼ
ま
や
高
大。
す
ま
い
で
ん
励
に
習
練
と
う

の
そ。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
も
つ
い
様
事
幹
の

。
す
ま
し
致
い
願
お
く
し
宜
も
後
今。
た
し
ま
き
頂２３

子
美
由）
須
黒
（島
蓜
　卒
回

も
株
ン
ロ
ク
ミ
オ、
で
禍
ナ
ロ
コ
ず
ら
わ
か
い
あ

　

の
男
長。
す
ま
て
い
つ
息
一
し
了
終
も
ン
チ
ク
ワ
の
目

て
い
て
え
増
が
数
の
葉
言、
が
る
な
に
半
才
２
も
子

に
宮
西
ら
か
戸
神
も
族
家
男
長。
す
で
い
し
も
の
た

。
す
で
い
た
び
遊
と２４

滋
　村
中
　卒
回

あ
も
人
友
た
き
で
会
再、
て
し
席
出
に
会
窓
同

　

み
し
楽
を
日
る
え
会
又、
が
す
で
念
残
は
止
中、
り

。
す
ま
い
て
し
に２４

雄
道
　澤
大
　卒
回

４４

サ
間
年

２６

名
匿
　卒
回

出
待
期
も
果
効
た
し
大
で
み
ら
が
権
利、
ど
れ
け
う

。
ね
よ
い
ざ
う
々
少。
り
か
ば
事
の
ン
チ
ク
ワ
い
な
来２８

名
匿
　卒
回

ご
過
ら
が
な
み
し
楽
フ
イ
ラ
ド
ン
カ
セ、
後
年
定

　

。
す
ま
い
て
し２９

春
安
元
桜
　卒
回

心
を
展
発
ご
の
々
益
の
後
今
の
会
し
う
ぼ
ま
や

　

。
す
ま
げ
あ
し
申
念
祈
り
よ

３４

名
匿
　卒
回

、
き
働
で
院
病
の
口
川
元
地、
れ
離
を
院
病
学
大

　

。
す
ま
て
め
努
に
献
貢
会
社
・
域
地３９

一
祥
　瀬
柏
　卒
回

丸
も
活
生
員
務
公

　

２８

続
で
ま
こ
こ、
り
な
に
年

大
関
難
が
校
母。
す
で
き
驚
ら
が
な
我
に
と
こ
た
い

時
当、
で
ん
盛
も
活
部
で
方
一
る
え
増
が
学
進
の
へ４０

美
留）
崎
山
（戸
河
大
　卒
回

永
で）
ン
ガ
腸
大
（気
病
に
日
６
月
１
年
４
和
令

　

し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
々
色。
た
し
ま
し
た
い
眠

婚
結
（。
た

１５

り
よ
母）
た
し
で
年

４９

允
崇
　植
麻
　卒
回

を
長
員
委
部
門
専
泳
水
盟
連
育
体
校
学
等
高
県

。
す
ま
り
お
て
し６５

名
匿
　卒
回

ば
う
願
と
な
い
良
と
る
け
行
に
行
旅
学
修
は
年
今

。
す
で
り
か６５

名
匿
　卒
回

。
職
就
り
よ
月
４、
し
了
修
を
院
学
大

　
６６

久
幸
　栗
小
　卒
回

。
た
し
ま
し
職
就
に
社
会
の
内
県
知
愛
で
卒
新

　

を
り
く
づ
の
も
る
わ
関
に
防
国
・
学
科
の
等
ル
イ
サ

し
強
勉
々
日、
め
た
る
な
に
者
術
技
る
す
援
支
計
設

い
お、
で
の
た
来
に
県
知
愛
角
折、
た
ま。
す
ま
い
て

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
歩
べ
食
を
理
料
元
地
い
し６９

名
匿
　卒
回

今。
た
し
ま
し
属
所
に
所
究
研
の
系
析
解
数
関

　

。
す
ま
い
で
ん
学
を
論
度
測、
は７２

凛
　川
利
　卒
回

で
も
人
友
い
し
新、
し
学
入
に
学
大
塾
義
應
慶
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し
と
つ
１
の
織
組
の
会
窓
同
り
よ
年
昨

　

大
「。
た
し
ま
れ
さ
立
設
が」
部
人
高
大
「て

年
６
１
０
２
は
と」
）
ん
じ
う
こ
お
お
（人
高の

90

ら
げ
上
ち
立
に
機
を
ト
ン
ベ
イ
年
周

人
大
「、
り
あ
で
体
団
の
志
有
生
業
卒
た
れ

講
や
業
授
た
し
か
生
を
野
分
門
専
の
自
各

ど
な
う
行
て
け
向
に
徒
生
役
現
を
会
演

在
現
て
じ
通
を
リ
プ
ア
ン
イ
ラ
、
り
が
上
ち103

対
に
生
年
一
は
で」

し
10

15

人
高
大
の
名

で
」
信
通
人
高
大
「。
す
ま
い
行
を
業
授
が

、
れ
さ
介
紹
が
り
と
ひ
り
と
ひ
人
高
大
は

へ
徒
生
を
人
高
大。
す
ま
れ
さ
布
配
へ
徒
生

み
組
仕
る
き
で
が
談
相
な
々
様
ど
な
法
方

徒
生
、
た
ま。
す
ま
い
て
み
試
と
う
ろ
作
を

人
高
大
「
る
き
で
が
談
相
へ
人
高
大
が

強
勉
の
ら
か
代
時
校
高
る
す
対
に
ら
れ
そ

の
ら
か
点
観
の
軸
間
時
い
広
幅、
ど
な
法
方

。
す
ま
り
お
て
し
ジ
ン

　
90

生
先
ら
か
こ
そ
、
く
良
が
響
反
の
業
授
る
よ

０
２
、
れ
わ
行
が
整
調
り
よ
に
人
高
大
と
方

。
た
し
ま
し
現
実

は
度
年
初
　

13

住
「、
り
ま
集
が
師
講
の
名

・
隊
力
協
外
海
年
青
「」
る
語
で
型
模
を
宅

校
高
宮
大
＠
業
授
る
え
変
を
生
人
の
ド

~

る
す
学
科
を
」
せ
幸
「で
学
理
心

~

「」
5G
時ま

組
が
業
授
た
し
か
生
を
野
分
門
専
い
広

。
た
し
ま
れ

に
前
事
は
徒
生
　

13

に
画
計
業
授
の
り
通

出
提
へ
側
校
学
を
望
希
自
各
、
し
通
を
目

約
ス
ラ
ク
１
、
し

30

で
名

13

り
振
に
ス
ラ
ク

は
業
授。
す
ま
れ
ら
け
分

10

と
月

11

２
の
月

で
み
の
間
日

1
回
90

そ
は
師
講
各。
す
で
分

ン
イ
ラ
ン
オ
、
り
作
を
画
計
業
授
に
で
ま
れ

色
特
の
人
高
大
め
含
も
方
り
や
の
業
授。
す

。
す
ま
出
が

活
の
人
高
大
に
誌
報
会
て
め
初
、
回
今

　

員
役
会
窓
同
が
と
こ
く
だ
た
い
載
掲
を
動

皆
に
機
を
れ
こ。
た
し
ま
れ
さ
認
承
で
会

と
方
生
先
は
い
る
あ
徒
生
役
現
と
生
業
卒

え
考
と
ば
れ
き
で
与
寄
に
展
発
の
流
交
の

。
す
ま
り
お
て

せ
ら
知
お
の
立
設
部
人
高
大
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2016年11月24日 90周年記念事業で集まった47名の大高人

大高人ワークショップの様子　https://www.okojin.com/ws2020

こちらから  →
各授業の詳細が
見られます
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03 校長の挨拶
3

大高人通信第1号 Akikoさん(2016年卒 現職:日本マイクロソフト株式会社)

https://www.okojin.com/
大高人ホームページ：
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大高人の運営体制

代表

梅澤 朝樹
うめざわ あさき
(2000年卒） (2016年卒）

八木 瑛子
やぎ あきこ

小川 彪
おがわ ひゅう
(2017年卒） (2013年卒）

柏倉 沙耶
かしわくら さや

企画リーダー

ITリーダー 総務リーダー

大高人は現在 103 名が LINE グループに登録されており、
様々な活動を行っています。今回ご紹介させていただいた内容
含め、下記メンバーにより運営されています。

09 大高人部設立のお知らせ



令和３年　関東ボート大会
女子舵手付きクォドルプル　
男子ダブルスカル
男子舵手付きクォドルプル
女子シングルスカル

ボート部

10母校の活躍

母校の活躍　部活動

５位

出場

準決勝進出
準決勝進出

令和３年　関東高等学校選抜ボート大会
女子舵手付きクォドルプル ５位

書道部
令和３年
第22回高校生国際美術展書の部 奨励賞1名 佳作1名

令和３年
第62回全国書道展出品 特別賞2名

令和２年
第21回高校生国際美術展書の部 佳作

令和２年
「2020書の大東」紙上展

ベスト30
選出者2名

令和２年
第61回全国書道展出品 優秀団体賞

大賞
入選多数

令和元年
第20回高校生国際美術展書の部

物理部
令和３年
第17回全国物理コンテスト
物理チャレンジ2021

銀メダル

令和３年
第65回日本学生科学賞 出展

令和２年　関東高等学校ボート大会
女子舵付きクォドルプル　 ５位
男子ダブルスカル 出場
令和元年　関東高等学校ボート大会
女子ダブルスカル
男子ダブルスカル

英語部
令和３年
日本高校生パーラメンタリティ
ディベート連盟杯（全国大会）

令和元年
日本高校生パーラメンタリティ
ディベート連盟杯（全国大会）

令和２年
第15回全国高等学校
英語ディベート大会
令和元年
第14回全国高等学校
英語ディベート大会 出場64校中

日本代表候補選出

令和３年
第46回全国高等学校総合文化祭（東京）
自然科学部門物理分野

出場

３位

6位

出場

音楽部
令和３年
関東合唱コンクール

令和３年
関東ヴォーカルアンサンブルコンテスト

令和３年
東京春のコーラスコンテスト　
高校の部　混声

金賞1位

令和２年
東京春のコーラスコンテスト ユースの部 金賞1位

令和２年
東京春のコーラスコンテスト
高校の部　混声 金賞

金賞

銀賞

出場

令和元年
43回全国高等学校総合文化祭（佐賀）
自然科学部門物理分野 出場

棋道部
令和３年
第37回関東高校囲碁選手権大会（神奈川）
小倉百人一首競技かるた部 出場

令和２年
第15回全国高校生かるたグランプリ（八戸）
埼玉県選抜チームの
メンバーとして選抜

令和３年
第32回埼玉県高等学校かるた大会 準優勝

Aチーム

※大会中止

令和２年
令和2年度関東地区高等学校かるた団体戦
埼玉県Ａチームの
メンバーとして参加

令和２年
第44回全国高等学校
総合文化祭（高知）オンライン実施
埼玉県選抜チームのメンバーとして参加 出場

令和２年
第27回関東地区高等学校
小倉百人一首かるた大会（群馬） 代替

３位入賞

令和元年
第26回関東地区高等学校
小倉百人一首かるた大会（水戸）出場
埼玉県選抜チームのメンバーとして参加　

準優勝

佳作

生物部
令和３年
日本生物学オリンピック2021本選 敢闘賞

令和２年
日本生物学オリンピック2020代替大会 銅賞

吹奏楽部
令和２年
西関東アンサンブルコンテスト
金管8重奏

銀賞

美術部
令和元年
第69回埼玉県に術展覧会
（県展）第2部洋画部門

入選2名

家庭部
令和３年
関東生乳販売農業協同組合連合会
牛乳調理コンクール関東大会 優良賞

令和２年
第14回全国高校生食育王
オンライン選手権大会

優勝

３位
出場

令和３年度進学者数 204 157
男合計：

名 名 名
女合計：

361
合計： 令和４年度進学者数 186 171

男合計：
名 名 名

女合計：
357
合計：



　令和3年の9月から令和4年2月まで、朝日新聞埼玉版に大宮高校
の連載記事が15回掲載されました。題名は「青春スクロール　母校
群像記」というもので、1回につき約4名、合計60名の大宮高校の卒
業生が紹介されました。実は私も偶然取材を受けた一人となり、どう
間違ったのか掲載していただきました。私にとっては晴天の霹靂であ
り、信じられないことでした。しかしながら当時取材を受けた記者か
ら、この青春スクロールは大宮高校を卒業した有名人を列記するも
のではなく、有名無名関係なく高校在学中の苦労したエピソードや
楽しかった思い出等をそれぞれ語ってもらう群像記ですと言われ、
肩の荷が下りてほっとしました。
　さて、私は、高校時代は運動部の野球部に所属し、今回の青春スク
ロールでは苦しかった練習の想い出と、卒業50年を過ぎても変わら
ぬ野球部の仲間との良い付き合いをテーマにしてもらいました。そう
考えると高校時代の3年間は、人生の生き方の岐路だったり生涯の
交友関係の出会いだったり、本当に貴重な思い出深い3年間でした、
青春スクロールに掲載された諸先輩や後輩の皆様方の記事を何度
も読みましたが、運動部、文化部、そして帰宅部関係なく、それぞれの
皆様方の青春を少し覗き見たような気がしました。そして、掲載され
た方はほんの一握りですが、すべての卒業生の代弁をしているように
感じました。
　この青春スクロールを企画してくださった諸関係の皆様に心から感謝
するとともに、大宮高校卒業のすべての皆様の青春スクロールに乾杯！！

1972年卒　笠原清和

　2000年に卒業し、美術大学へ進学した私は４年後、大宮高校に
教育実習生として戻って来ました。その後、80周年、90周年記念事
業などに関わらさせていただき、講演会、パンフレットデザイン、ホー
ムページ制作を担当させていただきました。その都度、同窓生、先生
方に恵まれ、大宮高校に関わる多くの機会をいただいております。90

ムーホ、立設」部人高大「、画参のへ員役会窓同、にけかっきを年周
ページリニューアル、大宮高校生へのワークショップなど各活動の立
ち上げを行いました。継続して大宮高校の活動にお声がけいただけ
ることは私にとっては掛け替えのない喜びです。
　今回、青春スクロールにお声がけ頂いたことも、多くの方 と々のご
縁によるものでした。私は高校時代、野球部で部活と勉強の両立を

がとこう会出に域領いたりやが分自に当本ういと」ンイザデ「、中るす
できました。当時の野球部の監督、美術の先生方はじめ多くの大宮
高校の先生方が私の気持ちを後押ししてくれたことを今でも鮮明に
覚えています。大宮高校は、単に勉学に励むだけの文化ではなく、
個 を々尊重する風土のある素晴らしい学校であると感じます。20年
ぶりに戻って来た今でもその風土が残っていることは、尚更私の大
宮高校へ貢献したい気持ちを高ぶらせてくれています。
　私が今でも大宮高校を誇りに思う理由は、40歳になった自分の基
盤を築いてくれたのは大宮高校であったと自信をもって言えるから
だと思います。そんな思いを取材の中でお話しさせていただきまし
た。これからも大宮高校のために貢献させていただければ幸いです。

2000年卒　梅澤朝樹

「青春スクロール」への掲載朝日新聞

朝日新聞埼玉版に、2021年９月１８日から2022年２月５日に亘って全１５回連載され、
OBの思い出を通して母校の素晴らしさが紹介されました。 http://www.asahi.com/area/saitama/articles/list1100123.html

９月18日 往年の強豪野球部 プロ次々
亀田 信夫（58年卒）　横山 勝（61年卒）　
笠原 清和（72年卒）　笹川 博史（７２年卒）

９月25日 甲子園行けなくとも野球への情熱続く
大沢 道雄（７４年卒）　開高 精朗（９２年卒）
梅澤 朝樹（００年卒）　蛭間 豊章（７２年卒）

１０月2日 写真に打ち込んだ日  々自由で濃密
杉山 敏男（６５年卒）　竹内 公一（６６年卒）
井上 泰一（６３年卒）　橋本 博（６４年卒）　
島村幸子(58年卒)

１０月9日 集めて育てて解剖し羽ばたく生物部
寺田 忠史（６６年卒）　宮原 律夫（６６年卒）
田中 豊夫（６４年卒）　中村 絢斗（１４年卒）

１０月16日 仲間と高めあい音楽の道へ
森田 真奈美（０３年卒）　木村 将之（０３年卒）
神村 紗希（０３年卒）

１１月6日 楽曲や楽器と出合い好きな道極める
ハマサキ ユウジ（０１年卒）　江川 直樹（０１年卒）
池田 雅明（８５年卒）　各川 芽（８９年卒）

１１月13日 食の世界に魅せられた「異端児」たち
間々田 雄一（９１年卒）　青沼 佑弥（０６年卒）
寺田 由紀夫（７２年卒）　石井 悦雄（７３年卒）

１１月20日 克己心・探求心 国際舞台に羽ばたく
黒須 寛敬（０３年卒）　竹本 大起（０８年卒）
高木 美鳥（８４年卒）　小林 剛也（９７年卒）

１１月27日 各界のOB、ワークショップで熱弁
長谷川 豪（９６年卒）　小松崎 潤（９６年卒）
塩川 由紀（９０年卒）　長田 美佐（元大高教師）

１月15日 ３年間６組で学ぶ、理数科の仲間
田村 泰嗣（０６年卒）　成田 有輝（０７年卒）
松永 渉（０６年卒）　河野 千尋（０９年卒）

１月22日 理数科２期に強い絆　２組夫婦に
紀陸 洋平・聖子（９５年卒）　
大木 竜一・素子（９５年卒）
戸津 健太郎（９５年卒）

く強絆」るきで話の宮大で西関「 日5月２
片野 扶桑雄（６０年卒）　玄藤 弘子（７０年卒）
宮沢 友和（９１年卒）　中島 宏和（７９年卒）

１２月4日 東大総長賞にカラーボール発明
柏倉 沙耶（１３年卒）　木瀬 哲弥（１５年卒）
天野 隆夫（６３年卒）　荻原 浩（７５年卒）

１２月11日 東洋の魔女生んだ文武両道
田村 洋子（６３年卒）　長野 友香（１７年卒）
高石 雅人（８９年卒）

１２月18日 地域に根ざした人生を歩む卒業生
臼倉 輝子（５５年卒）　迎 正子（５８年卒）
松本 輝夫（７２年卒）　名雲 啓二（７２年卒）
山田 祐司（８３年卒）　中田 世津子（６４年卒）

11 青春スクロール
3

青春スクロールに寄せて 自分の経験を大宮高校のために
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ホームページがリニューアルされました！

メールアドレスが変更になりました！
クラス会開催、ご住所変更などにご活用ください。
・同期会・クラス会・部活OBOG会開催のお知らせ
・活動の模様をホームページに掲載したい方
・ご住所の変更、会報のお申し込みなど

春のウォーキング同好会ご案内
～桜の見沼代用水を歩く～
（日本最古級の閘門式運河 見沼通船堀から埼玉スタジアム2002へ）

令和５年３月２５日（土）
開催日：

会報「やまぼうし」の送付について

ゆうちょ銀行振込口座番号
00100・3・158535
振込口座名義
埼玉県立大宮高等学校同窓会

編集後記

コース概要：

ウォーキング同好会の会員には詳細なご案内を差し上げます。
連絡先幹事：
福田 稔（24回卒) 　080-1320-7506 
波多野 吉和(26回卒)　080-6653-1001

・武蔵野線東浦和駅
・見沼通船堀公園
・木曽呂富士塚
・川口自然公園
・大崎公園
・埼玉県緑のトラスト1号地
・埼玉スタジアム 2002 
・浦和美園駅

大高やまぼうし会HPアドレス

https://www.yamaboushi-omiya.com/

お電話フリーダイヤル
0120-10-9899(内線6)

大高やまぼうし会メールアドレス
yamaboushiomiya@gmail.com

秋のウォーキング同好会ご案内 ボウリング大会と
やまぼうし杯ゴルフコンペ中止のご案内～紅葉の飯能、 天覧山と、渋沢栄一ゆかりの能仁寺を歩く～

令和４年11月26日（土）
開催日：

コース概要： ・西武池袋線飯能駅
・飯能市郷土館
・能仁寺（発酵のテーマパークOH!!）
・天覧山(195m)
・入間川（吾妻 峡）
・飯能河原
・飯能駅

10月に開催を予定していた第６回ボウリング大会と第22回
ゴルフコンペは、新型コロナウイルスの影響で開催を中止致し
ます。楽しみにされていた方も多くいらっしゃるかと思います
が、状況を十分に考慮し、皆様が楽しく交流できる日が早く来
ることを願い、ご報告とさせていただきます。

第7回関西支部総会のご案内
2年ぶりの第7回関西支部総会を開催します。関西地区在住
の学生・院生の会員さんには今回もナナなんと無料ご招待。タ
ダめし、タダ飲みをしに気楽に参加してください。また初めて
当地に転勤した会員の皆様、当会で大宮の話を大宮の言葉で
語りましょう。今迄ご案内が届いていない会員さん、この機会
にぜひ下記宛連絡ください。

会報「やまぼうし」は以下の皆様にお送りしております。
①最近の総会、懇親会への出席者
②賛助金(一口3千円)の協力者
③会報協賛金(2千円)の協力者
以上の皆様には3年間会報をお送りいたします。新規に会報
の送付をご希望の方はメールアドレスにご連絡いただくか、
下記へお振り込みいただくようお願い申し上げます。

今年は蔓延防止等重点措置等の適用もようやく解除されましたが、総会・懇親会は中止を余儀なくされました。明るい
兆しも見えてきた中、新型コロナウイルスの再拡大で、準備を進めていたゴルフとボーリングは本年中止することにいた
しました。今回の会報では「大高人」や「青春スクロール」の記事を掲載しました。同窓生の皆様により楽しんでいただけ
れば幸いです。寄稿してくださった皆様、編集にご協力いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。     33回卒 飯塚 陽子

連絡先：
片野 扶桑雄     
565-0848
吹田市千里山高塚8-1-502
080-1417-9072     
f.katano.0102@jewel.ocn.ne.jp

開催日時：
令和4年10月23日（日） 13:00～
場所：
大阪市北区梅田２－５－２５
ハービス大阪６F“ガーデンシティークラブ大阪”
会費：￥8,500
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